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P55a NANTEN2望遠鏡によるSgr B2領域のサブミリ波観測
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銀河の構成要素である星の形成過程を解明することは、銀河の進化を理解する上で重要である。銀河系におい
て、中心部と円盤部では星形成率が一桁程度異なっている (星形成率:中心部∼0.3-0.6 M⊙ yr−1、円盤部∼5.5 M⊙

yr−1)(Guesten & Philipp 2004)。この原因として、中心部と円盤部では分子雲の密度、磁場強度、圧力等の違い
が考えられるが、中心部ではどの程度の物理状態で星が形成されるかというのは未だ明らかになっていない。
Sgr B2領域は星形成率が低い中心部において、O型星が複数存在している大質量星形成領域である (Benson &

Jackson 1984)。この中心部での星形成の条件を調べるために、Sgr B2領域に対してチリ・アタカマ高地に設置さ
れた NANTEN2望遠鏡を用いて 500/800GHz帯の同時観測を行った。観測輝線は CO(4–3, 7–6)[461,806GHz]、
CI(3P1–

3
P0)[490GHz]であり、Sgr B2 FIR2(M) (Gordon et al. 1993)を指標に 4′×6′ の領域を On- The-Fly

(OTF)モードで 2006年 10月–11月に行った。Tsysは∼810-980K [461,490GHz]、∼2000K[806GHz]であり、速
度分解能は 0.37km s−1、0.21km s−1[461, 806GHz]であった。データはビームサイズ ∼40 prime′[461,490GHz]、
∼20′′[806GHz] に対し、10′′または 20 prime′グリッドで出力され、1点あたりの総積分時間は CO(4–3, 7–6)が 4
秒、16秒、CI(3P1 –3P0）が 12秒であった。現在までに以下の結果が得られている。CO(4–3),CI(3P1–

3
P0）とも

に観測領域全体で検出され、特に大質量星形成領域の方向では∼50km s−1と∼85km s−1に 2つのピークを持つ
が、CI(3P1–

3
P0）は CO(4–3)とは異なり∼60km s−1にピークを持つ。


